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　平成２０年度から２か年にわたり、地域のみなさまと検討してまいりました、

「第２期　神奈川区地域福祉保健計画」がまとまりました。

　神奈川区でも高齢化が進んでおり、町別に見ると高齢者が３０％を超える地域も

出てきています。一方で、若い世代の転入者が多く、子育て支援のニーズが高くなっ

ている地域もあります。このため、「地域での支えあい」がますます必要となってい

ますが、その内容は地域によってさまざまです。

　また、神奈川区では、地域の方々による、高齢者や障害者、子どもの見守り、健康

づくり、地域のおまつりなどのすばらしい取組が行われています。

　今回の計画の策定にあたっては、こうした地域の特性や地域のみなさまが感じて

いる課題、既存の活動、今後の地域の取組をまとめ、さらに区役所や地域ケアプラ

ザが地域のみなさまとともに行う取組をまとめ、「地域別計画｣としました。

　そして、区全域に共通する課題も多く見られました。こうした課題は、区役所が

区全域を対象に取り組むものとし、地域福祉保健の推進のために行っていく事業を、

区全体計画としてまとめています。

　計画の策定にあたりましては、３回の地域別懇談会を重ね、地域のみなさまとと

もに、話合いを行わせていただきました。アンケートやヒアリングでもたくさんの御

意見をお寄せいただきました。貴重な御意見と多大な御尽力をいただいたみなさま

に、心から御礼申し上げます。

　今後は、計画に掲げた目標を実現するために、関係機関と連携し、計画の推進に

取り組んでまいりますので、引き続き、御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
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